資料4
2019年度 事業計画（案）
実施する事業および実施体制
教育事業
事務局が参加者を募集し、講師や依頼事務局と調整を取りながら推進する。
101自然観察会：西中国山地の自然を対象とした観察会を開催
102ハカセ喫茶：博士・医師によるサイエンスカフェを開催
103ガイド養成：芸北トレッキングガイドを対象とした研修を開催
104 せどやま教育：北広島町ササユリプロジェクト、および学校の授業等を実施
· エコ・カフェ：環境に配慮した豊かな暮らしを提案するカフェ方式の講演会
· 薪フェス：木を使ったワークショップや薪割りなどの体験活動
105 山の日：山の日の行事に実行委員会として参画し，事務局を担当
106シンポジウム：西中国山地国定公園制定50周年シンポジウムを実施
107 職員研修：職員のスキルアップのための研修や、先進地視察等を実施
108 講師派遣：他団体の依頼に応え、専門員等講師を派遣
· 芸北分校での「みのり学習」に職員2名が協力
109 森林施業講習：伐倒や刈り払いに必要な意識・知識・技術についての講習会を開催
112 支所カフェ：北広島町役場芸北支所2階でカフェ形式のトークイベントを開催
調査・研究事業
201 霧ヶ谷湿原のモニタリング：専門員の指導による両生類の産卵調査を参加型で開催
· 事務局が参加者を募集し、講師と調整を取りながら実施
202 雲月山草原のモニタリング：専門員によるチョウ類の生息調査を実施
203 学術調査：猛禽類のモニタリング等を実施
204 資料収集：新聞の記事収集とデジタルアーカイブの整備を事務局が実施
保全活動事業
地域住民・ボランティアなど、様々な主体と協働により、必要な体制を取り推進する。
302 ブッポウソウの保全：イベントで作成した巣箱を電柱に設置
303 雲月山の草原保全：事務局が計画・調整し、ボランティアにより実施
304 千町原の草原保全：理事が計画・調整し、ボランティアにより継続的に実施
305 霧ヶ谷の湿原保全：自然再生協議会に参画し、現地作業の参加者を会員から募集
306 せどやま会議運営：森林整備、里山保全を目的とした芸北せどやま再生事業を推進
· 広島県の特認事業として、オークガーデン周辺の森林整備を県補助により実施する
情報発信事業
事務局員3名をもって実施する。
402 ホームページ運営：ホームページおよびfacebookページを事務局が運営
405 受賞出席：みどりの式典に出席
[bookmark: _GoBack]404 ブース出展：出前博物館に出展
406 報告会出席：受取寄付報告会や木の駅サミットに事務局が参加し、他の参加者と交流
407 ファンドレイジング：「寄付バッヂ」を作成し、寄付を募集
高原の自然館事業
事務局員2名をもって実施し、必要に応じて、臨時の職員を雇用する。
501 高原の自然館活動：高原の自然館窓口での受付や館内清掃、及び標本の整理
· 北広島町教育委員会からの事業受託
503 印刷サービス：高原の自然館でインクジェットプリンタを使った写真等の印刷
物品販売事業 
高原の自然館窓口を中心に、事務局員2名で推進する。
601 仕入販売：ポストカード、マップ等の商品を販売
602 預かり販売（個人）：バッヂやタオルなどのグッズを預かって販売
603 預かり販売（北広島町）：高原の自然史、フィールドガイド等を販売
604 配送：販売物品の配送
地域づくり支援事業
事務局員4名が関係機関と連携しながら実施。
701 印刷請負：乙九日炎の祭典のチラシ印刷を請負
702芸北民俗博物館：博物館において、民藝に関わるイベントを実施
703 空き家等活用：芸北地域の空き家を活用する方法を検討
運営事業：
事務局員2名をもって、会員管理、会計などの運営事務を推進する。
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